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OSAKA METAL STAMPING ASSOCIATION’S NEWS 

工業会からのご連絡

○令和６年 忘年会は１２月４日（水）ホテルモントレ グラスミア大阪にて開催予定です。 

○令和７年 賀詞交歓会は２０２５年１月３０日（木）シェラトン都ホテル大阪にて開催予

定です。 （詳細や参加申し込みなどご案内は、後日配信の予定です） 

 

大阪金属プレス工業会のHP  http://www.omsa.or.jp/   

  

＜◆技能検定特集＞ 

◆  前期技能検定 学科等講習会   ・・・・・・・  １ 

◆ 同上  実技講習会 B（第２段階） ・・・・・・  ２ 

◆ 同上  実技講習会 C（現地説明会） ・・・・・・３ 

◆ 同上  実技試験＆合格発表    ・・・・・・４～６ 

◆ 同上  合格率の推移       ・・・・・・・７ 

◆ 金属プレス研修塾 令和 6年度 開塾式 ・・・ ８～10 

◆ 動力プレス金型特別教育のご案内 ・・・・・・・11～12 

◆ 技術向上セミナーのご案内   ・・・・・・・・13～14 

◆ ２０２４年 忘年会のご案内    ・・・・・・（別添） 
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一般社団法人大阪金属プレス工業会では、職業能力開発促進法に基づく国家検定制度である「金属

プレス加工」 職種について、大阪府職業能力開発協会から委嘱を受けて実技試験を実施するとともに、

合格に向けての準備講習会等を実施することで技能士合格の支援を続けています。昨年に続いて  

筆記試験である「学科試験」と実技試験の一部の筆記試験「計画立案等作業試験」の講習会を実施致

しました。 

 

＜「学科試験」・「計画立案等作業試験」講習会＞ 

日 時：７月１９日（金）、２０日（土） 

会 場：ポリテクセンター関西 

参加者：学科試験講習会   １９名（１級：５名、２級：１４名） 会員は 1級１名、２級 10名 

    計画立案等作業試験講習会  ２０名（１級：６名、２級：１４名） 会員は上と同じ 

講 師：高度ポリテクセンターから２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１９日（金）は午前、午後ともに１級と２級合同で学科試験の講習会、２０日（土）は１級と２級

が部屋を分かれて講義を受けて頂きました。午前中は学科試験の講習会、特に過去問などの解説をしまし

た。午後からは計画立案等作業試験（実技の筆記試験）の講習会を実施して頂きました。テキスト相当な

時間をかけて大変わかりやすく編集して頂いており、過去２５年間の出題傾向を分析して今回出題されそ

うな項目をわかりやすく講義して頂きました。受講者からの感想も「試験に出やすいところ、間違いやす

いところなど細かく説明して頂いた」「テキストがわかりやすく、説明も丁寧でした」「これまでなんとな

く機械を扱っていたが理論がわかって大変ためになった」など大変な高評価でした。 

 本番の試験日までは１か月ほどありますのでこのテキストだけで勉強して頂ければ９割方は点数が取れ

ると講師の方のお話でした。参加された皆さんが合格されるように期待しています。 

令和６年度 前期技能検定「金属プレス加工」 

学科試験・計画立案等作業試験 講習会 

 

 テキスト １級 220P、2級 162P 

講習会の風景 
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技能検定「金属プレス加工」の会員合格率ＵＰを目指して、 

昨年に続いて実技講習会をＡ、Ｂ、Ｃと３段階に分けて実施しまし

た。前回 ７月２日（火）ポリテクセンター関西にて 実技講習会

Ａ「ブランク材の製作」についての講習会を実施しましたが、 

その第２段階として実技講習会Ｂを、７月２５日（木）と２６日（金）の午前中まで、会場は枚方市にあ

るパナソニック株式会社の研修施設（プレス機３台）をお借りして実施致しました。前回の講習会Ａにて

製作したブランク材を使って実際にプレス機で実

技試験の絞り製品を作る課題の講習会です。 

 

受講者は会員企業の１級受検者３名、２級受検者

1２名の合計１２名です。２５日は２級１２名に対

して午前と午後で６名ずつ講習をしました。２６日

ＡＭは１級３名に対しての講習を実施しました。 

指導員は会員企業から実技試験に熟知した方、補

佐員経験のある方にお願いをして、朝田金属工業様、

飯田金属工業様、エスケイケイ様、カサタニ様から

ご派遣頂きました。元エクセディの方にも指導員を

お手伝い頂きました。 

 

２５日、２級の講習会はプレス機１台に２名の受

講者が交代しながら指導を受けました。自社の事業

所ではなかなか練習時間が取れない方、練習するた

めの環境がない方にとってはとても良い講習にな

ったのではないでしょうか。 

 

２６日、１級の講習会は参加者が３名と少なかっ

たのでプレス機１台に指導員１名、受講者１名のマ

ンツーマン指導が出来ました。大変良い講習になっ

たと思います。 

 

参加者から後に頂いた感想を拝見すると、２級の

方ではやや時間が足りないという意見もありまし

た。また、金型の取付け練習を何度かしたかったと

いう意見もありました。 

 

受講した会員の皆様は是非合格されることを望

んでおります。 

 

   

 

技能検定 実技講習会Ｂ 
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技能検定「金属プレス加工」の実技講習会は今年も３段階に分けて実施しました。実技講習会Ｂは会員

の受検者に向けて実際の検定用プレス機を使った実技講習会でしたが、実技講習会ＣはＢに参加しない方

と非会員の受検者に向けた現地説明会という形式にしました。今回が初めての試みです。 

会場はパナソニックモノづくり研修所（枚方市）です。昨年まで１０年間は大阪府立東大阪高等職業技

術専門校にて実技試験を行ってきましたが、今年は会場が変更になり、また実技試験に使用するプレス機

もパナソニックモノづくり研修所に常設されたプレス機を使用します。会場もプレス機械も今年は変わり

ますので、初めての方には実技試験会場の下見も兼ねて今回「現地説明会」として実施しました.。 

 

受講者は１級が６名、２級が９名と予想よりも多

くの方にご参加して頂きました。最初の計画ではプ

レス機１台を使用して熟練の指導員１名が実技試

験の流れに沿って手本を実演しながら説明をし、 

受講者はメモや写真を撮りながら説明を受けると

いう予定でしたが、受講者が多くなりましたので、

プレス機３台とも使用して、受講者は３班に分かれ

て３名の指導員が実演しながら説明を受けるとい

う形式にしました。 

 

指導員は優秀な熟練指導者がこの日は揃っておりましたので急きょ３人の方（朝田金属工業様、エスケ

イケイ様、カサタニ様）にお願いしました。実演と質疑応答を終えた後は、各自順番にプレス機の操作の

練習をして頂きました。順番を待っている方は作業台で金型の組立を繰り返して練習して頂きました。 

初めての試みで運営側にも反省点がありましたが、参加された方には良い講習会になったと思います。

参加された受検者（受講者）の皆様は是非合格されることを望んでおります。 

 

この講習会の様子は動画で見ることが出来ます。（右ＱＲコード） 

 

 

技能検定 実技講習会Ｃ（現地説明会） 
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パナソニック プレス機 ３台 

1986年製造のプレス機 

 

         

 

  

一般社団法人大阪金属プレス工業会では、職業能力開発促進法に基づく国家検定制度である「金属

プレス加工」について、大阪府職業能力開発協会から委嘱を受けて実技試験を実施するとともに、合

格に向けての支援を続けています。 

「金属プレス加工」の実技試験は、2014 年から昨年 2023 年までは、大阪府立東大阪高等職業

技術専門校（東大阪市菱江６）にて実施してきました。荒本駅から徒歩５分ほどと立地が良いのです

が、空調設備がない実習場のため 8月末の猛暑では受検者も暑くて汗が止まらず、関係者も１日立ち

仕事で熱中症の心配をしながらの厳しい環境下でした。地球温暖化も進んでおりこれ以上この会場で

続けることは困難と判断しました。 

今年の試験会場は、パナソニック㈱モノづくり研修所（大阪府枚方市）で実施しました。民間の大

手企業であるパナソニックが従業員用の教育施設を集約している場所です。プレス機は古いですが 

３台が常設されています。（右 写真） 

現在は毎年５月頃に社内及びグループ会社、協

力会社でプレスの競技会にて使用されているそ

うですが、６月以降は空いているとのことでし

たのでお借りすることが出来ました。プレス機

だけでなく、検定試験で必要な作業台やバイス、

工具などほぼ一式が揃っております。技能検定

用の金型もパナソニックにありますが、傷や破

損をさせてはいけませんので、金型一式は毎年

使用している当工業会所有の検定用金型を持ち

込みました。 

 環境面は申し分ありません。外が猛暑でも空調

はよく効きます。昨年までは換気扇とスポットクーラーの音で会話

もできないほどでしたがそれらもなく静かな環境です。あえて難点

を言うなら、①プレス機が古いこと、受検者が日頃使っていない古

いプレス機をうまく操作できるか。②プレス機の台数が６台から今

年は３台になり、単純に日数を倍にすればよいが、関係者（検定委

員、補佐員）が限られており招集が難しい。ことなどです。 

結果的に日数を倍には出来ない為に受検者数を制限することとしま

した。実技試験の受検者は１社から５名までとさせて頂きました。

毎年大勢の受検者がある企業には申し訳ございませんでした。 

昨年との受検者数の比較では、昨年はプレス機が６台×５日間、受

検者数は５８名でしたが、今年はプレス機が３台×７日間、受検者

数は４８名とさせて頂きました。 

 

令和６年度 前期技能検定 実技試験 

「金属プレス加工」報告 
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＜実技試験（製作等作業試験）＞ 

日 時：８月２１日（水）～２９日（木） 

会 場：パナソニック㈱モノづくり研修所 （大阪府枚方市菊丘南町２－１０） 

受検者：１級１５名、２級３３名（合計４８名） 

関係者：検定委員 7名（のべ２１名）の方にご協力頂きました。感謝！ 

    補佐員  ２３名（のべ 27名）の方にご協力頂きました。感謝！ 

 

（以下 実技試験の様子 写真紹介） 

 

 

開始前 検定委員と補佐員のミーティング 

開始前 作業台に金型と使用する工具など 開始前 受検者へプレス機の操作説明 

開始前 受検者へ注意事項などの説明 

実技試験中の様子 実技試験中の様子 
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＜合格発表＞ 

１０月４日（金）合格発表があり、金属プレス加工技能士は１級が７名、２級が１１名 誕生しました。 

学科・実技のいずれか一方のみ合格された方も発表されています。学科試験には合格され、実技試験が不

合格の方が多数おられます。毎年、実技試験が難関となっております。 

１級の合格率は昨年から少し下がりましたがほぼ同等、（61％→53％）、１級会員の合格率は 50％、実

技講習会 Bの参加者は 3名とも合格（100％）しました。 

２級の合格率も昨年とほぼ同じ（33％→30％）でしたが、会員と非会員で大きな差がつきました。 

２級の会員の合格率は 15％と低い結果になりました。 ２級非会員の合格率は 54％ですので大きな差が

つきました。ちなみに２級実技講習会 Bの参加者は合格率 33％でした。（次ページ表、グラフ） 

（実技講習会 Bは、会員のみ参加可能としていますが、一部検定委員の協力企業（非会員）も参加許可し

ております。ダイキン工業㈱と㈱関西オカムラです） 

会員の合格率をＵＰすることを目標に昨年から手厚い実技講習会（Ａ、Ｂ、Ｃ）を実施しましたが、    

結果、合格率のＵＰにはつながりませんでした。 

次ページに、会員、非会員、実技講習会参加者の合格率の推移などを掲載します。 

なお、会員で実技講習会Ａ、Ｂへの参加資格があるにもかかわらず参加しなかった会員の方は、1級 3名、

２級９名（合計１２名）でしたが、合格は１級の１名のみでした。 

 

 

 
会 員 非 会 員 合  計 

受検者 合格者 合格率 受検者 合格者 合格率 受検者 合格者 合格率 

1級 4 ２ 50.0% 11 6 54.5% 15 8 53.3% 

２級 20 3 15.0% 13 7 53.8% 33 10 30.3% 

合計 24 5 20.8% 24 13 54.2% 48 18 37.5% 

実技試験終了後 検定委員の採点 

＜下表は当工業会が担当しました実技試験のみの合否結果です。（技能士合格者数とは一致しません。）

＞ 

 

終了後 検定委員による採点 実技試験終了後 検定委員の採点協議 



会場は　～2023年東大阪高等職業技術専門校　2024年はパナソニック

年度 級 参加者
実技

合格者
合格率 受検者

実技

合格者
合格率 受検者

実技

合格者
合格率 受検者

実技

合格者
合格率

1級 10 7 70.0% 6 4 66.7% 11 7 63.6% 17 11 64.7%

2級 34 16 47.1% 20 8 40.0% 37 16 43.2% 57 24 42.1%

計 44 23 52.3% 26 12 46.2% 48 23 47.9% 74 35 47.3%

1級 15 13 86.7% 8 7 87.5% 12 10 83.3% 20 17 85.0%

2級 33 21 63.6% 19 10 52.6% 37 21 56.8% 56 31 55.4%

計 48 34 70.8% 27 17 63.0% 49 31 63.3% 76 48 63.2%

1級 9 6 66.7% 5 4 80.0% 19 9 47.4% 24 13 54.2%

2級 22 6 27.3% 22 8 36.4% 42 2 4.8% 64 10 15.6%

計 31 12 38.7% 27 12 44.4% 61 11 18.0% 88 23 26.1%

1級 6 4 66.7% 5 2 40.0% 16 9 56.3% 21 11 52.4%

2級 23 10 43.5% 19 8 42.1% 47 19 40.4% 66 27 40.9%

計 29 14 48.3% 24 10 41.7% 63 28 44.4% 87 38 43.7%

1級 6 2 33.3% 5 0 0.0% 26 12 46.2% 31 12 38.7%

2級 21 6 28.6% 18 2 11.1% 36 7 19.4% 54 9 16.7%

計 27 8 29.6% 23 2 8.7% 62 19 30.6% 85 21 24.7%

1級 7 5 71.4% 5 1 20.0% 14 8 57.1% 19 9 47.4%

2級 12 6 50.0% 13 4 30.8% 25 6 24.0% 38 10 26.3%

計 19 11 57.9% 18 5 27.8% 39 14 35.9% 57 19 33.3%

1級 3 1 33.3% 2 0 0.0% 14 4 28.6% 16 4 25.0%

2級 15 7 46.7% 11 4 36.4% 36 16 44.4% 47 20 42.6%

計 18 8 44.4% 13 4 30.8% 50 20 40.0% 63 24 38.1%

1級 2 2 100.0% 2 2 100.0% 16 9 56.3% 18 11 61.1%

2級 10 5 50.0% 15 5 33.3% 25 8 32.0% 40 13 32.5%

計 12 7 58.3% 17 7 41.2% 41 17 41.5% 58 24 41.4%

1級 3 3 100.0% 4 2 50.0% 11 6 54.5% 15 8 53.3%

2級 12 4 33.3% 20 3 15.0% 13 7 53.8% 33 10 30.3%

計 15 7 46.7% 24 5 20.8% 24 13 54.2% 48 18 37.5%

2024年

合格率の推移（講習会参加者、会員、非会員、全体）

講習会参加者 全体平均

2023年

2021年

会員 非会員
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１級 合格率 講習会参加者 会員 非会員 全体平均
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 塾生 号令（起立、礼、直れ、着席）の練習 

 

         

日  時：令和６年９月２０日（金） 

場  所：１部 たかつガーデン「鈴蘭」   ２部 杯杯天山閣  

内  容：１部 開塾式、塾生名刺交換、塾生自己紹介、関係者挨拶、塾生挨拶号令の練習など 

開塾式講話  講師：濵田惠氏（濵田プレス工藝株式会社 社長） 

  ２部 塾生交流会（食事会） 

参 加 者：２５名（うち塾生１８名）   塾生交流会参加者：２６名（うち塾生１７名） 
 
 

『金属プレス研修塾』は昨年度に 1期生を募集して

１年間の活動を終えました。そしていよいよ２期生が

スタートしました。今回は２期生の開塾式です。 

昨年度１期生はコロナ明けということもあり塾生

は１５名に制限しましたが、今年の２期生は塾生１８

名でスタートします。昨年と同じ企業からの塾生もい

ますが、７社（８名）は今年から参加して頂いた企業

です。 

第２期生塾生リーダーは田中康治氏（㈱ハヤシ）に

務めて頂きます。はじめに田中リーダーの挨拶があり

次に塾生同士で名刺交換、そして塾生が一人ずつ登壇

して自己紹介をして頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介の後は、塾生リーダーの掛け声で「号令」

の練習をしました。これから１年間、各見学・研修先

で規律正しく挨拶をする必要があるからです。 

 

塾生による「号令」の練習が終わり、林秀昭会長の

開塾式ご挨拶がありました。大変良いイベントなので

１年間学んで塾生同士の交流も深めて下さいとのこ

とでした。 

次に朝田武志副会長兼安全技術委員長のお話があ

りました。研修塾の年間スケジュールと研修塾の意義

の説明などがありました。 

 

 

令和 6年度 金属プレス研修塾 開塾式 

田中康治 塾生リーダーから進行の説明など 

 塾生同士の名刺交換  塾生の自己紹介 
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濵田プレス工藝 濵田社長の講話 

 

開塾式のメインとして講演会を開催致しました。

講師は濵田プレス工藝株式会社の濵田惠社長にお願

いしました。濵田社長は１年前の開講（塾）式にも

ご講話して頂いております。 

以下に今回の講話の内容を抜粋して記述します。 

濵田プレス工藝は深絞り加工を専門とする会社で

す。板厚 2.2～2.6mm くらいの絞り製品をクボタ

の建設機械や農業機械、川崎重工のオートバイのフ

ェンダーやガソリンタンクを製作しています。 

しかし数年前にプレスだけでなく他の柱となるも

のが必要と新しい分野に取り組みました。東芝が白熱電球の製造を止めるという報道を見てＬＥＤ防犯灯

の製造を始めました。苦労しましたが現在は約 3 万本の防犯灯を納入しました。防犯灯の他、LED 天井

照明器具は４分割で角度調整が出来る製品とし、工場やスポーツ施設などに納入しています。 

  デジタルサイネージ（電子看板）はカーブ（曲線）が特徴です。駅や空港、デパートのショーウィンド

に納入しています。液晶は海外から仕入れますが筐体設計製作から電気配線、設置、パソコンへの接続と

試運転確認まで自社で行ない他社と差別化していることが強みです。 

ドライブレコーダーは煽り運転の悲しいニュースを見て開発に踏み切りました。全く新しい分野で自社

の技術だけでは難しいと判断して協力会社を探し、またＪＡＦ（日本自動車連盟）に交渉をして、高品質

で低価格が実現するならと注文の確約を取り付け、1年で製品にするために毎月打ち合わせを行ない、熱

意をもって交渉を重ねて高品質で他社より価格を抑えた製品を作り上げてＪＡＦへ納入しています。 

電子黒板は全国の小中学校に納入を続けています。今ではトヨタ自動車の EV組立ラインにも導入され

ています。トレインシュミレーター（車掌さんの訓練用）は JR東日本から依頼がありました。ドイツの

展示会に出展した様子が TV「情熱大陸」で放送され、それを見た新幹線や JR 九州からも引き合いがあ

りました。宅配ロッカーはコロナで必要と感じて製作をはじめ最近では郵便ポストと宅配ロッカーが一体

となった製品をマンションなどに納入しています。 

関西電力向けに光子局の盤も製造しています。電柱に取り付け、遠隔から光通信で高圧送電線の監視お

よび開閉器を制御する装置で、錆びと水漏れが厳禁です。現時点で 8千台以上納入しています。 

 

2022年 7月に竣工された名張工場のご紹介もありました。全自動化された塗装工場です。2023年

5月には R&Dキユービック京都を稼働しました。3階のクリーンルームでは有機半導体の開発に東京大

学と共同で取り組んでいます。きっかけは銀座三越のショーウィンドに設置した巨大デジタルサイネージ

でした。濵田プレス工藝に「一緒にやりましょう」と声がかかったそうです。そして東京大学大学院新領

域創成研究科を誘致し、有機半導体の量産化・実用化に向けて共同研究を進めており軽量でフレキシブル

なサイネージを目指しています。先日は有機実装機を３台導入して稼働を開始しました。「半導体は産業

の米」と位置付け、若い人たちが日夜開発に取り組んでいます。更に次は太陽電池用モジュールへの参入

も検討しています。従来のシリコン太陽電池とは違い、軽量で曲がる次世代の太陽電池です。 

 

濵田社長は製品開発だけでなく人材育成にも力を入れ、ベトナムへ出向いて実習生を採用したり、社内

では勉強会を実施して５名の電気工事士を育成しました。他にも中間管理職向けに品質教育や外国人実習

生への日本語勉強会も実施しています。 

 

講演を通じて濵田社長が若い塾生の皆さんに訴えたいこと、そして塾生が一番印象に残ったことは、 

「成功するまであきらめない、途中でやめるから失敗になる」という言葉です。成功するまで何十年でも

続け決して諦めない。成功するまで突き詰めていく。濵田社長のその視野の広さと決断力と粘り強さに 

塾生は感銘を受けたことでしょう。 

 

濵田惠社長 開塾式 講話 
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塾生交流会の様子 

  

塾生交流会の様子 

塾生交流会の様子 １期の塾生リーダー（朝田善雅氏、右）から 

２期の塾生リーダー（田中康治氏、左）へ   

引継ぎ 

 

 

 

 

金属プレス研修塾の第２期生がスタートしました。 

開塾式を終え 場所を杯杯天山閣（中華料理）に移動して塾生の交流会を開催しました。 

２期生の塾生は１８名です。（うち女性は２名）、これから１年間は見学・研修で共に学んでいく仲間で

す。 美味しい食事とお酒で大いに交流を深めて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次回の金属プレス研修塾は１１月１５日（金）に鉄鋼材料の製造工程の研修として、株式会社神戸製鋼

所加古川製鉄所を訪問見学して鉄鋼材料の製造について学ぶ予定です。 

 

 

塾 生 交 流 会 



大阪金属プレス工業会 会員用 （非会員の方は直接東大阪労働基準協会へお申し込み下さい） 
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令和６年９月 

(一社)大阪金属プレス工業会（共催） 

(一社)東大阪労働基準協会（主催） 

 

動力プレス機械の金型調整の業務の特別教育（学科）の開催について 

 

労働安全衛生法では、従業員を動力プレス機械の金型の取り付け、取り外し又は調整の業務につか

せる場合は、特別教育（４科目８時間の学科教育及び２時間の実技教育）を行わなければならないこ

とになっております。 

各事業所において特別教育を実施して頂くことが望ましいのですが、実施することが困難な学科教

育について、当工業会では東大阪労働基準協会と共催で講習会を実施いたします。まだ教育を行なっ

ていない企業様におきましては、是非この機会にご参加されますようご案内致します。 

 

記 

対 象 者 ・動力により駆動されるプレス機械の金型、安全装置もしくは安全囲いの取り付け、 

取り外し又は調整の業務に従事する者（安衛法 59条 3項並びに安衛則 36条２号） 

・技能検定「金属プレス加工」「プレス金型製作」１級・２級を受検される予定の方 

  （※実技試験実施日までに取得が必要な資格です・・・技能検定受検案内に記載） 

 

講習日時  ２０２４年（令和６年） １１月１９日（火）９：４５～１９：１０ 

講習会場  東大阪市文化創造館２階創造支援室 C1  東大阪市御厨南２－３－４ 

近鉄奈良線 八戸ノ里駅 北 200ｍ 徒歩約５分  

受 講 料  １名 会員８,８００円・非会員９,９００円（テキスト代・消費税含みます） 

                  （会員とは大阪金属プレス工業会、又は東大阪労働基準協会の会員） 

 

申 込 先   別紙の申込書に必要事項を記入の上、ＦＡＸにてお申込み下さい。 

   

締め切り  １１月５日までに申し込みと受講料の支払いをして下さい。 

   ※振込先は申込書に記載していますので、１１月５日までにお支払い下さい。 

   ※振込、お支払いのお問い合わせは 東大阪労働基準協会 06-6723-3450 へ 

 

講習科目  プレス機械及び安全装置又は安全囲いに関する知識 

プレス機械による作業に関する知識 ・関係法令 

プレス機械の金型、安全装置若くは安全囲いの点検、取付け、調整等に関する知識等 

 

修 了 証  全講習を受講された方に修了証を交付します。 

       ※遅刻、早退等で受講時間が足りない方には交付されません。ご注意下さい。 

 

実技講習  実技は各事業場において教育して下さい。 

プレス機械の金型、プレス機械、又は安全装置、もしくは安全囲いの点検、取付け、 

取り外し及び調整等について実技講習・・2時間以上 

 

お問合せ  （一社）大阪金属プレス工業会 ＴＥＬ：06-6762-8629 

 

※注意：受講希望者が１０名未満の場合は講習を中止することがあります。 



：

： 〒

：

：

：

：

：

：

（※印欄には記入しないでください）

 旧姓または通称の併記を希望する場合は、ご連絡ください。（住民票の写し等の公的な証明書の提出が必要になります）

▪受講料 ▪申込・支払期限

まで

▪受講者 名 円 ▪振込予定日 月 日

▪振込先 ： 関西みらい銀行　東大阪永和支店 　　普通　　0073577 　　ｼｬ）ﾋｶﾞｼｵｵｻｶﾛｳﾄﾞｳｷｼﾞｭﾝｷｮｳｶｲ

　　　・ 申込書をFAXいただき、受講料のご入金をこちらで確認しましたら申込み完了となります。

　　　・ ご担当者様に受講票を上記で選択された方法でお送りいたします。

　　　　　（ご記入いただいたアドレスに送信できない場合はFAXもしくは郵送いたします。）

　　　・ 受講票がご入金日から7営業日以内に届かない場合はご連絡ください。

　　　・ 旧姓または通称の併記を希望する場合は、ご連絡ください。（住民票の写し等の公的な証明書の提出が必要になります）

　　　※ 締切日までに定員に達する場合があります。　　　　※ 入金締切日が過ぎたキャンセルは返金できません。ご了承ください。

　　　※ 受講される方の変更は前日まで受付けします。お電話でご連絡下さい。

登録番号：T2122005000151

一般社団法人 大阪金属プレス工業会

〒543-0001　大阪市天王寺区上本町5-5-15-202

TEL 06-6762-8629 / FAX 06-6762-7633

一般社団法人 東大阪労働基準協会

〒577-0809　大阪府東大阪市永和1-6-16

TEL 06-6723-3450 / FAX 06-6723-3451

会　　員　一人あたり　　8,800円（税込）
非会員　一人あたり　　9,900円（税込）

（大阪金属プレス工業会 又は

東大阪労働基準協会の） 11月5日

合計

受講者
氏　名

受講者
氏　名

生年月日 西暦　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日 生年月日 西暦　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

受講者
氏　名

受講者
氏　名

生年月日 西暦　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日 生年月日 西暦　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

※ フリガナ ※ フリガナ

受講者
氏　名

受講者
氏　名

生年月日 西暦　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日 生年月日 西暦　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

※ フリガナ ※ フリガナ

受講票 送付方法 FAX　　　　/　　　　メール

※ フリガナ ※ フリガナ

請 求 書 希望する　　/　　希望しない （希望の方はメールでお送りしますのでご記入ください）

（一社）大阪金属プレス工業会  （会員専用）
送信先 FAX ： 06-6762-7633

令和6年11月19日 開催

動力プレス機械の金型調整特別教育（学科）　　受講申込書

事 業 所 名

所 在 地

連 絡 担 当 部 署

担 当 者 名

T E L / F A X /

メ ー ル ア ド レ ス
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2024年度 セミナーのご案内 （RP803） 

実習で確認しながら学ぶプレス加工と金型 
 

－プレス加工と金型の基盤技術を実習で確認しながら学ぶ－ 
 

プレス加工は生産性が非常に高く、高精度の製品を大量にしかも安価に作れるといった優れた特性を持ってお

り、機械・金属製品製造業において重要な産業技術の一つとなっています。ノウハウや経験が大いに物を言うプレス

加工ですが、良い製品を作るためには加工の原理をきっちりと理解することが求められます。本研修では、現場ノウ

ハウを適切に共有知識として押し上げるために、基本となるせん断･曲げ・絞り加工を中心に取り上げ、それらの原

理、特徴について実習で確認しながら学んでいただきます。さらに、プレス機械や金型に関する知識、トラブル事例

を交え、実践にも役立つ内容に焦点をあて、わかりやすく解説いたします。 

 
 

主な内容 

 

１．プレス加工の概論 

２．被加工材料 

（１）被加工材料の種類と特徴 

（２）実習：引張試験 

    （引張強さ、全伸び） 

  （３）実習：成形性試験（深絞り試験） 

３．プレス機械の機構、動作原理 

（１）サーボプレスの特徴 

 

４．金型の機能と金型部品の働き   

（１）実習：モデル金型の分解・組立   

５．プレス加工の種類と特徴 

（１）せん断加工 

（２）曲げ加工 

  （３）絞り加工 
 

日   

時 
RP803 2025年3月11日（火）～3月12日（水）   9：20～16：20 （会場受付：9時10分～）    

対 象 者 現場のリーダー及び現場従事者（概ね経験年数5年未満の方） 

参 加 費 
会員  １１,０００円 （税込） 

非会員 ２２,０００円 （税込） 
定  員 １５名 （先着順）   ※6名以上で実施予定 

講   師 (独)高齢・障害・求職者雇用支援機構  高度ポリテクセンター 

主   催 一般社団法人日本金属プレス工業協会 

申込み方法 裏面の参加申込書にてＦＡＸまたはメールでお申し込み下さい。 

 

会 

 

場 

 

大阪 

 

 

 

 

 

ポリテクセンター関西 

〒566-0022   

大阪府摂津市三島１－２－１ 

 

 

 

 

  

 実 習 を 通 し て 

技 術 を 習 得 ！ 
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参 加 申 込 書 （2024年度） 
  

 （一般社団法人大阪金属プレス工業会 御中）                                        年   月   日 

セミナーについて、次のとおり申し込みます。 

セミナー名 実習で確認しながら学ぶプレス加工と金型 （RP803） 
 

企 業 名 

 

 所 属 団 体 

（✓してください） 

☑ (一社) 大阪金属プレス工業会 

□ (一社) 日本金属プレス工業協会 

□ 一般 

所 在 地 
〒 

連 絡 先 

TEL 

 

FAX 

E-mail 

 

申込担当者 

ふりがな 

 

部署名 

氏 名 

 

 

ふりがな  
生 年 月 日 備  考 

参加者氏名 

 

西暦       年    月    日 

 

 

 

西暦       年    月    日 

 

 

 

西暦       年    月    日 

 

 

 
 
 
お申込み、キャンセル、受講者変更は、メールまたは FAX でお願いします。 
 

       メール： omsa1@omsa.or.jp         ＦＡＸ： 06-6762-7633    

 
※注１ 受付は先着順です。定員になり次第、締切りとさせていただきます。 
※注２ 各会場において、受講者が一定数に満たない場合や自然災害、感染症等の影響により、中止と

なる場合がございます。中止の場合は、大阪金属プレス工業会から申込担当者宛にご連絡いた
します。 

※注３ 受講料の振込のご案内は、開催が確定しましたら申込担当者宛に送付いたします。 

※注４ お申し込みの取消し（キャンセル）は、開講日の２週間前（２月２１日）までに FAXまたはメールで

ご連絡ください。それ以降は欠席となり返金いたしません。 

 
 

mailto:omsa1@omsa.or.jp


会員の皆様を「守り育てる」

（一社)大阪金属プレス工業会50周年　会員パートナー宣言

我が工業会ならではの情報発信力とネットワーク環境を活かしながら

会員各社の社員様の育成のお手伝いをし

各社の業績の向上を支援します。

そしてこれらの果実を享受した会員自身が

次に工業会の情報収集力とネットワークをさらに強めていきます。

会員総てが工業会のパートナーとしての自覚を持っているからです。

ますます厳しさを増すグローバル競争の中

50周年を機に、ここ関西・大阪の地で活躍する会員の皆様が発展され

それが大阪のプレス業界を活性化して

将来世代に夢と希望を繋ぐことを目指します。

2016年5月26日

一般社団法人　大阪金属プレス工業会　理事一同

一般社団法人　大阪金属プレス工業会　公式HP　　

一般社団法人　大阪金属プレス工業会　公式facebook

一般社団法人　大阪金属プレス工業会　公式LINE　友だち登録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会員企業用）

会員の皆様と一緒に「未来につなぐ」


